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1. はじめに

近年，東海地方及び東南海地方では，南海トラフ沿

いの巨大地震が懸念されており，大規模崩壊を誘発す

る可能性が考えられる。静岡県の東部を流れる安倍川

の源流域にある大谷崩は，日本における最大規模の地

震の一つである 1707年宝永地震により発生したと言

われている 1)。また，1854年安政東海地震の際には，

安倍川流域で多くの崩壊が発生した記録が絵図（図

-1(a)）として残されている 2)。しかし，絵図を書き直

した地図（図－1(b)）は，特定位置の根拠に乏しく，

十分な検証がされていない。

本研究では，1854 年安政東海地震の際に発生した

崩壊ついて，航空レーザー測量（以下，LiDAR）デー

タを用いた微地形判読や現地調査により，崩壊地の実

態解明を進めている。本報告では，その結果の一部を

示す。

2. 1854 年安政東海地震と崩壊絵図

安政東海地震は，駿河湾から遠州灘，紀伊半島南東

沖一帯を震源とする M8.4の巨大地震である。古絵図

は地震の翌日に当時の安倍川流域 36 か村の名主が集

まり，地震による 100箇所以上の山崩れ被害を幕府に

届けたものである（図－1）2)。黒太線は尾根及び河道，

ハッチング（横線）は崩壊地である。安倍川支流中河

内川の崩壊箇所付近では，河道の幅が広く，崩壊によ

り天然ダムが形成された可能性がある。

安倍川流域には古第三紀瀬戸川層群のスレートが

広く分布しており，図－1(b)に示す崩壊箇所の多くは

スレートの分布域であったと考えられる。

3. 崩壊箇所の実態

対象地域の詳細な地形的特徴を把握するため，

LiDAR データによる 1m サイズの DEM を用いて，

線状凹地等の微地形の判読を行った。また，現地踏査

により地質図を作成，重力斜面変形している露頭の観

察等を行い，重力斜面変形と地質構造の関係を分析し

た。 

3.1 見月山 

安倍川中流で，両岸に馬蹄形の急崖が残されており，

安政東海地震時に発生した崩壊斜面である可能性が

高い（図－2）。右岸斜面では，崩壊地内や崩壊地の

上方斜面に南北方向に延びる線状凹地が発達してい

る。一方，左岸斜面には線状凹地は見られず，複数列

の谷向き小崖が発達していた。南北走向でかつ 70～

90 度に急傾斜するスレート劈開は斜面傾斜方向（安

倍川方向）に倒れていた（図－3）。これらのことか

ら，両斜面で重力斜面変形が発生していたことが伺え

る。また，これらの線状凹地や谷向き小崖の延長線に

は，断層露頭が確認された。よって，線状凹地や山向

き小崖は，断層面であると考えられる。 

 

図－1 既往文献に示される崩壊地分布図 2) 

(a)山崩れ分布絵図，（b）地図に書き直したもの

図－2 安倍川中流域の対象斜面 

図－3 左岸に発達するスレートのトップリング 

(a) (b) 

中流域 

西日影沢 

V-044

- 139 -



3.2 西日影沢 

絵図を移写した地図には，西日影沢源流域付近に崩

壊が記載されている。しかし，実際には西日影沢には

崩壊跡地が多数存在しており（図－4），安政東海地

震による崩壊発生箇所の特定には至っていない。 

崩壊跡地が密集する東向き斜面では，重力斜面変形

が進行している。主稜線付近の起伏の小さな緩斜面や，

N-S方向に延びる複数列の明瞭な線状凹地，山向き小

崖が認められる（図－4）。また，河床付近では，南

北の走向で山（西）側に高角度で傾斜するスレート劈

開が折れ曲がり，低角度となっていた（図－5）。同

時に，スレートを高角に切断する断層もスレート劈開

の折れ曲がりに伴い倒れていた。

線状凹地の延長部分で断層破砕帯が確認されたこ

とから，明瞭な山向き小崖は，スレートのトップリン

グに伴う急勾配断層に沿った変位によって作られた

と考えられる（図－6）。線状凹地は，断層面に沿っ

て上方斜面が陥没した結果と推定される。 

４. 重力斜面変形が崩壊に及ぼす影響

安倍川流域においては，高角度の劈開を有するスレ

ートの重力斜面変形が地震による大規模な崩壊の原

因と推定される。図－7に示すように，スレートのト

ップリングが発生した場合，岩盤の強度が著しく低下

するほか，亀裂の発生に伴う透水性や保水性が増大す

ると考えられる。また，地震時の振動は，開口したク

ラックにより増幅されやすい（Marzorati et al.，2011）
3)。さらに，トップリング変形に伴い，高角度の断層

は地表では明瞭な線状凹地を形成し，地中では地下水

の流れを規制する。一般に，ガウジを伴う断層破砕帯

は不浸透性で，地下水が排水されにくいことから，地

下ダムの形成が考えられる。したがって，重力斜面変

形が進行している斜面では，暴風雨の影響を受けやす

く，特に地震後では小規模の降雨でも崩壊が発生しや

すい条件となっている。

５. まとめ

安政東海地震で発生したとされる安倍川流域の崩

壊斜面について実態把握を行った。崩壊は高角度に傾

斜する劈開を有するスレート地帯で発生していた。ま

た，調査を行った 2箇所で線状凹地を伴う重力斜面変

形が進行していた。明瞭な線状凹地は，スレートのト

ップリングに伴う急勾配断層に沿った変位の結果で

あり，このような地形地質構造が地震や地震後の降雨

による崩壊の原因となったものと考えられる。 
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図－4 山腹に発達する線状凹地 

図－5 スレートのトップリング 

図－6 西日影沢の地質断面図 

図－7 重力斜面変形による崩壊の要因 
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